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郷

土
博
物
館
　
特

別
展

古
代
の
足

立
郡

会
期
　
1
0月
2
9
日
～
1
2
月
1

日

郷土博物館が開館して、今年で10周年。これを記念して、今回は「古代の

足立郡」にスポットをあ てて展示を 行います。

足立区と足立覯 まど う違うのか、古代に足立区に大がいたの かなど、疑問
に思う方も多いことでしょうO 伊興遺跡など、区内の発掘品はもちろん、各

市町村の博物館や文化財センターなど が所蔵する資料等を一 堂に会し、古代
人の活助の姿に迫ります。

皆さんお誘いあわせのうえ、ぜひお出 かけください。

ナ
ゾ
と
ロ
マ
ン
の
ベ
ー
ル
に

包
ま
れ
た
古
代

古
代
と
い
え
ば
、
私
た
ち
は
、
邪
馬

台
国
の
場
所
擽
し
に
代
表
的
な
よ
う

に
、
と
か
く
奈
良
や
北
九
州
地
方
が
中

心
だ
っ
た
と
思
い
が
ち
で
す
。

と
こ
ろ
が
最
近
で
は
、
区
内
の
伊
興

遺
跡
で
大
き
な
発
見
が
相
次
い
で
い
る

こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
私
た
ち

の
足
も
と
に
も
古
代
人
の
生
き
生
き
と

し
た
活
動
の
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

足
立
区
と
足
立
郡
の
違
い
は
?

古
代
の
足
立
郡
は
『
和
名
類
聚
抄
』

に
よ
る
と
ヱ
(
つ
も
し
く
は
七
つ
の
郷

を
所
管
す
る
郡
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
郡
域
は
、
旧
入
関
川
(
現
在
の
荒

川
)
と
元
荒
川
に
挟
ま
れ
た
地
域
で
あ

り
、
現
在
の
足
立
区
お
よ
び
埼
玉
県
南

東
部
を
含
む
地
域
と
想
定
さ
れ
て
い
ま

す

。現
在
の
区
名
の
起
こ
り
で

も
あ
る

「
足
立
郡

」
。
そ
の
範
囲
は
?

当
時
の
人

々
の
生
活
の
様
子
は
?
・
…
・・
な
ど
の
疑

問
を
、
主
に
旧
足
立
郡
内
に
あ
た
る
埼

玉
県
や
伊
輿
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
資
料

を
よ
り
ど
こ
ろ
に
考
え
て
み
ま
す

。

足
立
郡
を
探
る
資
料
を
一
挙
公
開

自
分
た
ち
が
生
活
す
る
地
域
で
あ
り

な
が
ら

、
今
ま
で
未
知
の
か
な
た
に
あ

っ
た
時
代
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か

。
な

お

。伊
興
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
資
料
は

。

足
立
区
で
は
今
回
が
初
公
開
で
す

。

構
成
と
主
な
展
示
品
は
次
の
と
お
り

で
す

。

・

古
代
の
足
立
郡
を
求
め
て

▽
平
城
京
出
土
木
簡
(
レ

プ
リ
カ
)

▽
武
蔵
国
分
寺
跡
出
土
郡
名
瓦

▽
和

名
類
聚
抄
(

写
真
―
)

・

集
落

マ
氷
川
神
社
東
遺
跡
〔
大
宮
市

〕出
土

。作一

琴
(

写
真
2
)

・
浄
厩
(

写
真
3

丁

金
銅
仏
(

写
真
4
)

▽
伊
輿
遺
跡
出

土
墨
書
土
器
(

写
真
5
)

・
「
急
々
如

律
令
腹
痾

」
木
簡

圏
生
産

▽
S
ノ
簷
煕
堺
市
〕祟
`
棗

c
>
g
田
蛮
S
〔霜
市
〕祟
`

・

寺
院

名

蓊

瀛

〔
混

市

〕祟
t
f
t
>

片
町
遺
跡
〔
浦
和
市

〕出
土
軒
丸
だ

(
写
真
6
)

・

轟
制

▽
叺
原
遺
跡
〔
川

口
市

〕出
土
蔵
骨
器

(
写
真
7
)

・

交
通

▽
八
幡
前
・
若
宮
遺
跡
一
川
越
市

〕出
土

墨
書
土
器

・
郡
衙

▽
御
殿
前
遺
跡
〔
北
区
〕出
土
墨
書
土
器

開
館
時
間
―
午
前
9
時
～
午
後
5
時
　

(
入
館
は
午
後
4
時
3
0
分
ま
で
)
※

月
曜
日
休
館
(
1
1
月
4
日
は
開
館
、H

月
5
日
は
休
館
)

入
館
料
―
大
人
剳

円
/
小
・
中
学
生
囿
円

※
団
体
(
2
0

人
以
上
)
は
通
常
の
半
額

(
1
)

(
2
)

(
3
)

(
4
)

(
5
)

(
6
)

(
7
)

特
別
展
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
…

郷
土
博
物
館

　
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

11月1 日開局

都市型CATV
( 9) 足 立コミュニティチャンネル

第
3
セ
ク
タ
ー
の
㈱
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
足
立
が
1
1月
1
日
か
ら
第
1
期
地
区

の『
千
庄
地
域
≒
足
立
・
西
綾
瀬
地
域
』

で
放
送
を
開
始
。
第
2
期
(
9
年
度
T

第
5
期
(
1
2年
度
)
地
区
に
つ
い
て
も
、

各
年
秋
の
開
局
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

足
立
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

は
、
区
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
防
災
情
報

な
ど
日
常
生
活
に
必
要
な
情
報
を
お
届

け
す
る
ほ
か
、
区
内
の
出
采
事
や
お
祭

り
、
運
動
会
な
ど
を
放
送
し
ま
す
。

問
先
=
企
画
部
副
参
事
(
特
命
)

a
'(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

㈱
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
足
立

?
5
6
8
0
)
8
0
8
0

「
そ
れ
ゆ
け
!
!足
立
探
検
隊
」
子
ど
も
レ
ポ
ー
タ
ー

特

別

展

記
念
講
演
会

展
示
内
容
を
よ
り
よ
く
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
講
演
会
で
す
。

日
時
1
1
1月
1
7日
(
日
)
、午
後
1
時
3
0

分
I
4
時
3
0分
-
y
-
マ
=
古
代

足
立
郡
の
世
界

講
師
1
加
藤
か
な

子
氏
(
埼
玉
県
立
博
物
館
学
芸
員
)
、

谷
口
榮
氏
(
葛
飾
区
郷
土
と
天
文
の

博
物
館
学
芸
員
)

定
員
=
Ⅲ
人
(
抽

選
)
S

用
―
無
料

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
。

「
講
演
会
希
望
」
と
明
記
(
ひ
と
り
1

枚
)

期
限
1
1
1月
6
日
必
一

場
・
申
・
問
先
―
郷
土
博
物
館

〒
1
2
0

大
谷
田
5
1
2
0
-
―

魯
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

葦
立
ち

茶
房
ゆ
う
あ
い

1
0月
1
日
、
区
役
所
北
館
―
階

に
軽
食
の
店
「
茶
房
ゆ
つ
あ
い
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
店

は
、
足
立
区
障
害
者
団
体
連
合
友

愛
会
が
、
心
身
障
客
者
の
自
立
を

め
ざ
し
て
運
営
す
る
も
の
で
、
障

害
者
―
人
と
援
助
者
丈

の
1
0人

で
切
ひ
盛
叺
望
チ

。
ま
た
、こ

こ
で
販
売
す
る
パ
ン
は
、
障
客
者

の
方
a
作
業
施
設
、
ひ
畏
冐
園

で
焼
い
た
も
の
、
使
用
す
る
コ
ー

ヒ
ー
カ
ッ
プ
は
西
部
障
害
セ
ン
タ

ー
通
所
生
の
手
作
り
の
穗
多
里

焼
、
卓
上
の
小
花
つ
き
の
蒻
は
作

業
所
9
〈
た
ち
の
但
劼
。と
い
っ
た

具
合
に
、
こ
こ
に
は
障
客
者
が
様

々
な
形
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

開
店
披
露
で
、
店
長
の
及
川
さ

ん
は
「
こ
れ
は
私
た
ち
の
社
会
参

加
の
第
一
歩
、
障
害
者
の
力
が
発

揮
さ
れ
て
う
れ
し
い
」
と
、
手
話

を
交
え
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
耳
の

不
自
由
な
及
川
さ
ん
の
一
語
一
語

を
か
み
し
め
る
ぎ
つ
に
発
す
る
言

葉
や
接
待
係
の
「
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
」
「
ゆ
っ
く
り
し
て
く
だ
さ

い
」
と
、
心
の
底
か
ら
発
せ
ら
れ

る
声
、
店
内
を
流
れ
る
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
…
…
。
'
」
の
店
に
い

f
{
と
、
日
ご
ろ
見
失
っ
て
い
る
大

切
な
も
の
に
気
づ
か
さ
れ
李
y
。

区
民
の
皆
様
も
、
区
役
所
に
お

越
し
の
節
は
ぜ
ひ
お
立
寄
り
く
だ

さ
い
。
こ
り
6
7
な
出
会
い
の
場

が
街
の
中
に
拡
が
る
こ
と
が
。
障

害
の
ゐ
忝
人
も
な
い
人
も
、
共
に

暮
ら
チ
ま
ち
を
つ
く
る
第
一
歩
に

な
忝
と
思
う
の
で
す
。

区
長
　
吉
田
万
三

◎ 工 ク ス プ レ ス は 奇 数 月1 日/ タ ブ ロ イ ド 版 は 毎 月5 日 ・15 日 ・25 日 発 行
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訪
問
販
売
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

突
然
訪
れ
た
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
言
葉

巧
み
に
勧
め
ら
れ
。
思
わ
ず
サ
イ
ン
し

て
し
ま
う
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
の
増
加

を
背
景
に
、昭
和
5
1年
(
1
9
7
6
年
)

に
「
訪
問
販
売
等
に
関
す
る
法
律
」(訪

問
販
売
法
)
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
唆
、
ト
ラ
ブ
ル
は
臧
っ
た
か
に
見
え

ま
し
た
が
、
再
び
増
加
し
始
め
て
、
最

近
で
は
電
話
に
よ
る
勧
誘
販
充
や
マ
ル

チ
商
法
と
呼
ば
れ
る
連
鎖
販
充
取
引
に

よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
急
増
し
て
い
李
歹
。

1

』で
、こ
れ
ら
の
被
羣

喬

茗

た
め
に
、
今
年
5
月
に
法
律
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、1
1月
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

・
s
話
勧
誘
販
売
に
つ
い
て
の
改
正
点

▽
氏
名
等
の
明
示
・・・一
話
を
か
け
る

時
、
業
者
名
、
氏
名
、
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
勧
誘
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
な
く
て

は
な
ら
な
い

▽
契
約
憲
思
の
な
い
者
へ
の
継
続
的
勧

誘
、
再
勧
誘
の
禁
止
・
:相
手
に
契
約
の

意
思
が
な
い
の
に
、
延
々
と
勧
誘
し
た

り

、
一
度
断
っ
た
相
手
に
再
び
電
話
を

か
け
る
こ
と
を
禁
止
す
る

▽
S
面
の
交
付
嚢
務
・
:
契
約
内
容
を
記

し
た
書
面
を

、
消
費
者
に
渡
す
こ
と
を

義
務
づ
け
る

▽
不
実
の
告
知

、
威
迫
・
困
惑
行
為
の

禁
止
・・・
う
そ
や
脅
迫
ま
が
い
の
行
為
な

ど
を
行
う
こ
と
を
禁
止
す
る

▽
ク
ー
リ
ン

グ
ー
オ
フ
・・・
消
費
者
は
S

面
を
受
け
取
っ
て
か
ら
8

日
間
以
内
な

ら
無
条
件
に
解
約
で
き
る

今
ま
で
は
ク
ー
リ
ン
グ

ー
オ
フ
の
適

用
が
な
く

、
強
引
で
し
つ
こ
い
電
話
勧

誘
は
野
放
し
で
し
た

。
自
分
で
は
申
し

込
ん
だ
と
い
う
意
思
が
な
く
て
も
、
一

類
が
届
い
た
ら
必
ず
開
封
し

、(

ガ
キ

で
販
充
会
社
に
申
し
込
み
の
意
思
が
な

い
こ
と
を
通
知
し
て
く
だ
さ
い

。
放
っ

て
お
く
と
逆
に
不
利
に
な
る
危
険
が
あ

り
ま
す

。

・

連
釧
販
充
取
引
に
つ
い
て
の
改
正
点

▽
禁
止
行
為
の
規
制
対
象
者
を
広
げ
る
I
:

規
制
の
対
象
を
、
販
充
組
織
の
統
括

者
か
ら
連
鎖
販
充
業
を
行
う
者
全
体
に

広
げ
る

▽
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
期
間
の
延
最
…

契
約
S
面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
数
え

て
無
条
件
に
解
約
で
き
る
期
間
を
、1
4

日
間
か
ら
2
0日
間
と
す
る

こ
の
取
引
は
、
下
部
会
員
が
増
加
し

続
け
る
こ
と
に
よ
り
上
部
会
員
に
利
益

(バ
ッ
ク
マ
ー
ジ
ン
)
が
入
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が
儲
け
る
た

め
に
友
人
、
知
人
を
誘
っ
て
も
、
今
ま

で
は
上
位
の
者
(
統
括
者
)
だ
け
が
規

制
の
対
象
で
し
た
。
今
後
は
、
自
分
が

誘
っ
た
人
ま
で
規
制
対
象
と
な
り
、
友

人
、
知
人
の
信
頼
を
失
う
な
ど
人
間
関

係
を
思
化
さ
せ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
り

ま
す
。
安
易
な
儲
け
話
に
の
ら
な
い
こ

と
が
何
よ
り
肝
心
で
す
。

法
律
は
制
定
さ
れ
ま
し
た
が
。思
質

業
者
に
は
、
引
き
続
き
十
分
な
注
意
が

必
要
で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
、
ご
注
意
を

く
わ
し
く
は
消
費
者
セ
ン
タ
ー
相
談
室

へ

酋
(
3
8
8
0
)
5
3
8
0

ご
参
加
を
　
'
9
6消費
者
展
　

「
知
恵
と
工
夫
で

く
ら
し

を
守
ろ
う
」

日
時
=
1
0
月
2
6
・
2
7
日
、
午

前
1
0
時～
午
後
4
時
(
2
7
日

は
午
後
2
時
ま
で
)

場
・

問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

　
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に人

権
と
差
別

基
本
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と
の
で

き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
、
憲
法

に
保
陣
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
現
実
の
社
会
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
差
別
や
偏
見
が
あ
り
ま

す
。例

え
ば
性
差
別
で
す
。
女
性
で
あ

る
と
い
う
だ
け
で
男
性
と
差
別
さ

れ
、
社
会
的
に
不
利
益
な
扱
い
を
受

け
て
い
る
状
況
が
ま
だ
ま
だ
多
く
あ

り
ま
す
。
女
子
学
生
に
対
す
る
就
職

差
別
、
セ
ク
シ
ャ
ル
(
ラ
ス
メ
ン
ト

の
問
題
な
ど
は
、
し
ぱ
し
ぱ
ニ
ュ
ー

ス
に
も
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

心
身
に
障
害
を
持
つ
人
が
、
い
わ

れ
の
な
い
差
別
を
受
け
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。障
害
が
い
か
に
a
く
て
も
、

人
間
と
し
て
の
尊
厳
は
少
し
も
損
な

わ
れ
る
も
の
で
な
く

、
生
ま
れ
な
が

ら
に

、
人
格
と
生
命
は
最
大
限
に
尊

重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

こ
の
ほ
か

、
高
齢
者
差
別

、
外
・
i一

人
差
別
な
ど
も
目
に
つ
き
ま
す

。
最

近
で
は

、
エ
イ
ズ
感
染
者
に
対
す
る

差
別
も
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す

。

差
別
は
、揶
別
奪
番
人
と
袞
¥

人
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん

。

差
別
を
わ
か
っ
て
い
て

、
知
ら
ぬ
ふ

り
を
し
て
い
る
人
や
止
め
な
い
人

は

、
間
接
的
に
差
別
に
加
わ
っ
て
い

る
と
い
え
ま
す

。
私
逢
一
人
ひ
と
り

が
「
差
別
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い

」

と
い
う
気
持
ち
を
強
く
持
っ
て

、
差

別
を
な
く
す
た
め
に
行
助
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
担
当

へ

・
一
話
に
よ
る
勧
誘
販
売
と
は

苦
情
で
多
い
の
が
、
職
場
に一
話
を

か
け
「
受
講
す
る
だ
け
で
I
単
に
資
格

が
取
れ
て
高
収
入
に
な
る
」
と
資
格
取

輅
講
座
を
長
時
間
に
渡
り
勧
誘
し
、
消

費
者
が
「
は
い
は
い
」や
「
結
構
で
す
」

と
返
事
を
す
る
と
、
そ
れ
を
理
由
に
代

金
を
請
求
す
る
な
ど
、
一
方
的
で
強
引

な
も
の
で
す
。

・
連
鎖
販
売
取
引
(
マ
ル
チ
商
法
)
と
は

一
定
額
(
2
万
円
)
以
上
の
加
盟
料
、

商
品
購
入
な
ど
を
負
担
し
て
販
売
員
に

な
っ
た
者
で
構
成
さ
れ
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

型
の
組
織
で
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
再

販
売
、
あ
っ
せ
ん
な
ど
を
す
る
取
引
の

こ
と
で
す
。
自
ら
勧
誘
し
た
下
位
の
者

の
販
売
額
に
応
じ
て
利
益
を
受
け
取
る

も
9
で
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
11 月

1 日～7日

買
い
物
袋
を
持
参
す
る
な
ど
、

簡
易
包
装
を
推
進
す
る
た
め
の
リ

サ
イ
ク
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
、
商

店
街
・
僉
や
「R
の
お
店
」
の
協

力
を
得
て
行
い
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の

ご
協
力
が
な
け
れ
ば
、
ご
み
を
減

ら
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
お
賈

い
物
の
際
は

、
買
い
物
袋
を
持
参

す
る
な
ど
、
ご
み
減
一

に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

。

共
催
1

足

立
区
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
、

足
立
区
内
悸

謳

・
会

、ご
み
減
a

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
店
「R

の
お
作
。
」

問
先
I
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

エイズの相談と

検査のお知らせ

10月8日に、昭和53～63年
の間にHI V( エイズ) に感染

する可能件のある血液製剤を

使用した病 院名が公表されま
した。この期間に 「血蔽製剤

で治療を受けたかも知れない?

」などという不安をお持ち

の方のご相談や抗体検査を保

健所で匿名でお受けし ます。

お問い合わせください。問先
一足立保健所B3855- 4151

千住保健所 酋3888- 4277

宿泊 施設 インフォメ ーシ ョン
1 ・2 月 分 の

利 用 案 内

申
し
込
み
は
、
コ
ミ
ニ
テ
ィ
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
各
施
般
(
左
下
表
)

で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
=
公
社
の

各
施
設
で
販
売
す
る
申
込
(
ガ
キ
(
5
0

円
)
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま

た
は
持
参
(
I
グ
ル
ー
プ
ー
枚
に
限
り

ま
す
)

期
間
1
1
1月
1
日
～
1
0日
必

着
(
抽
選
結
果
を
1
1月
下
旬
に
郵
送
し

ま
す
)

受
付
=
当
選
者
は
、1
2月
1
2

日
ま
で
に
各
公
社
施
般
で
利
用
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
(
こ
の
期
間
を
過
ぎ

る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
)

※
那
須
・
森
の
冢
と
湯
河
原
あ
だ
ち
荘

の
1
2月
3
1日
の
宿
泊
申
し
込
み
は
、1

月
分
の
利
用
申
し
込
み
に
な
り
ま
す

空
き
室
の
利
用

・
1
・
2
月
分

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み
は
、

偶
数
月
の
第
2
金
曜
日
(
今
回
は
1
2月
1
3

日
)
か
ら
「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1」
で
予

約
で
き
ま
す
。
ま
た
、
公
社
の
各
施
設

で
も
直
接
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

・
1
1・
1
2月
分

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
※
仮
予
約
後
、3
日
以
内
に
お

近
く
の
公
社
施
般
で
利
用
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と

キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
(
申
し

込
み
は
利
用
日
の
3
日
前
ま
で
で
す
)

● 各施 設利 用案内　1 ・2 月利 用分

※ 公社圜設で覃でに翳入済みの霤汨施吩袙還申し込みカード( 専用ハガキ) には「鋸南自然の家」の表示がないものがありますが、使用できます。
施股名欄に「鋸南自然の家」と配入し、申し込んでください/ 利用申し込みは2 人以上。1 グループ、ハガキ1 通でお願いします。
「那須・森の家」と「湯河原あだち荘」の12月31日の宿泊申し込みは1月分の利用申し込みになります。また、12月31日～1月4日の宿泊申し込みは　
1 グループ3 羝暦以内。
「那須・森の家」へは直通パスも運行しています。公社窓口へお問い合わせください

● 受付時間=①～@は午前9時～午後8時、○ 、eは午前10時～午後6時( 毎週月曜日休館) 　
○ は午前9時～午後5時( 土・日・祝日を除く)
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ア
ル
コ
ー
ル
予
防
教
室

「
お
酒
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方
」

肝
臓
訶
・
糖
尿
病
・
高
脂
血
症
・
痛

風
等
を
予
防
す
る
た
め
に
、
お
酒
が
身

体
に
及
ぼ
す
影
一
と
、
お
酒
と
の
上
手

な
つ
き
あ
い
方
を
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
日
時
a
1
1
月
卜
一
日
、
2
6
日
、
い

ず
れ
も
火
曜
日
、
午
後
1
時
3
0
分
～

内
容
―
▽
1
日
目
…
血
液
検
査
と
講
義

▽
2
日
目
・
:
検
査
結
果
の
説
明
定
s

=
3
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
千
3
1
0
円

(血
液
検
査
料
金
)

申
込
―
電
話
予

約

場
・
申
・
問
先
1
中
央
本
町
保
健

相
談
所

　
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

結核を予防しよう

無料結核健診日の
お知らせ

結
核
の
早
期
発
見
に
は
、
定
期
的
な

健
康
診
断
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

各
保
健
所
・
保
健
相
談
所
で
は
、
定

期
的
な
健
康
診
断
の
推
進
と
結
核
へ
の

関
心
と
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
結
核
健
診
(
胸
部
X
線
)
の
無
料

日
を
設
定
し
ま
し
た
(
表
―
)
。

1
年
以
上
健
康
診
断
を
受
診
し
て
い

な
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
健
診
結
果
は
、
後
日
と
な

り
ま
す
。

な
お
、
ご
希
望
が
あ
れ
ば
他
の
検
査

も
有
料
で
行
な
い
ま
す
(
東
和
保
健
相

談
所
を
除
く
)
。

問
先
―
表
1

表1　 無 料結核健診の日程

※ いずれも受付時間は、午前9時～10時30分

歯
周
病
予
防
教
室
(
三
日
制
)

「
歯
周
病
は
防
げ
ま
す
!

」

日
時
1
1
1
月
1
3
日
、
2
0
日
、
り
一
月
4
日
、

い
ず
れ
も
水
曜
日
、
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
3
0
分
内
容
=
▽
1
日
目
・
-
・
講
演

会
「
歯
周
病
を
知
ろ
う
'
・
」
▽
2
日

目
・
・
・
体
験
実
習
「
や
っ
て
み
よ
う
!
本

当
の
歯
み
が
き
」
▽
3
日
目
;
-
検
診

相
談
「
さ
て
!
そ
の
成
果
は
」

講
師

―
品
田
佳
世
子
氏
(
東
京
医
科
歯
科
大

学
常
動
歯
科
医
師
)

定
S
=
3
0人
S

用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申

・
問
先
=
千
住
保
健
所

酋
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

心
の
健
康
講
座
　眠
れ
な
い
あ
な
た
へ

「
不

眠

症
」

不
眠
で
悩
む
方
が
、
特
に
中
高
年
層

を
中
心
に
増
え
て
き
ま
し
た
。
睡
眠
と

は
何
か
、
と
い
う
基
本
的
な
問
題
か
ら

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
1
1
1月
7

日
(
木
)
、午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0

分

講
師
―
酒
井
和
夫
氏
(
柴
又
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
)

定
員
=
5
0人
(
先
着

順
)

場
・
申
・
問
先
=
千
住
保
健
所

酋
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

いきいき暮らす

昔に学ぶ
健康の知 恵

時
代
と
共
に
、
病
気
も
様
変
り
し
て

き
ま
し
た
。
色
々
な
分
野
か
ら
、
昔
を

振
り
返
り
、
健
康
の
知
恵
を
学
び
ま
し

ょ
う
。
日
程
等
=
表
2
定
員
λ
`

人
(
先
着
順
)
S

用
=
無
料

申
込

―
電
話

場
・
申
・
問
先
―
足
立
保
健

所

魯
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

表2　 い き い き 暮ら す の 日 程

※ いずれも不曜日、午後1眄30分～3眄30分

リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
講
演
会

今
の
治
療
・

こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し

リ
ウ
マ
チ
、
膠
原
病
と
今
よ
り
も
っ

と
上
手
に
付
き
合
い
ま
せ
ん
か
。

日

時
代
1
月
1
4日
(
木
)
、午
後
2
時
～
4

時

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

対
象
=

リ
ウ
マ
チ
、
膠
原
病
の
患
者
ま
た
は

家
族

講
師
=
猪
熊
茂
子
氏
(
駒
込
病

院
ア
レ
ル
ギ
ー
腰
原
病
科
医
師
)

費

用
―
無
料

共
催
=
リ
ウ
マ
チ
患
者
会

・
す
み
れ
会

申
・
問
先
―
江
北
保
健

相
談
所

酋
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

痴
ほ
う
予
防
講
演
会

痴
ほ
う
の
理
解
と
対
応
の
コ
ツ
に
つ

い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。日
時
=
1
1
1
1
月

1
5
日
(
金
)
、午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

講
師
1
関
山
寛
治
氏
(
三
郷
協
立
病
院

医
師
)

定
員
1
5
0人
(
先
着
順
)

場
・
申
・
問
先
1
千
住
保
健
所

酋
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
ち
も
元
気
、わ
た
し
も
元
気

明
る
く
元
気
で
心
豊
か
に
過
ご
す
こ

と
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

パ
ネ
ル
展
示
や
計
測
、
健
康
相
談
、
血

液
・
尿
検
査
等
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
生

活
環
境
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
↓
一一
3
S

用
=
無
料

申
込

―
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
l
表
3

表3　 住 区健康フェ スティバル11月 の日 程

健康カレンダー 11月の予定

掲
示
板

・
無
料
一
`
話
相
談
「ク
レ
ジ
ッ
ト
ー
サ

ーフ
金
・
カ
ー
ド
川
番
」

日
時
1
1
1月
1

・
2
日
、
午
前
1
0時
～
午
後
5
時

東
京
青
年
司
法
書
士
協
議
会
(
司
法
一

士
)

酋
(
3
2
2
5
)
9
8
4
1

全
国
ク
レ
サ
ラ
対
協
東
京
支
部
(
弁
霞

士
)

き
(
3
5
7
1
)
7
0
5
0

・

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
ご
案
内

対

象
a
高
校
、
専
門
学
校
、
短
大
、
大
学

等
に
入
学
・
在
学
す
る
方
の
保
護
者

使
途
―
入
学
資
金
、
授
業
料
、
下
宿
代

等
在
学
資
金
、
海
外
留
学
資
金

融
資

金
額
―
学
生
1
人
に
つ
き
1
5
0万円
以
内

返
済
期
間
=
8

年
以
内
(

在
学
期
間
以

内
で
据
置
)

金
利
1

年
3

・
4
0
%
(
固

定
金
利
・・・
8
年
1
0月
1

日
現
在
)

問

先
=

国
民
金
融
公
庫
千
住
支
店

e
(
3
8
8
1
)
6
1
7
5

・

家
内
労
働
者
・
個
人
事
業
主
の
た
め

の
傷
病
共
済
制
度
に

ご
加
入
を

病
気

や
け
が
に
よ
り
就
業
で
き
な
い
場
合
、

通
院
・
自
宅
凍
養
で
も

、
入
院
時
と
同

椪
に
共
済
金
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で

す

。

申
・
問
先
―
嬲
東
京
都
勤
労
福

祉
協
会

酋
(
3
5
5
5
)
7
9
5
1

都
・
労
働
経
済
局
労
働
福
祉
課

酋
(
5
3
2
0
)
4
6
5
4

・

笳
東
京
ご
み
集
会

日
時
I
H

月
3

日
(
日
)
、
午
前
m
一
時
～
午
後
4

時

内

容
=

コ
ン
サ
ー
ト
、
展
示
会
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
等
場
所
―
都
庁
舎
、新

宿
中
央
公
園
問
先
=
`
東
京
ご
み
集

会
運
営
事
務
局

a
(
5
2
7
5
)
7
4
2
1

・
綾
瀬
ろ
う
学
校
公
開
日
時
=
1
1
月

1
9
日
(
火
)
、午
前
9
時
～
午
後
o
時
4
0

分

内
容
―
授
業
公
開
、
講
演
会

場

・
問
先
―
都
・
綾
瀬
ろ
う
学
校

s
(
3
6
0
6
)
o
1
2
1

・
健
康
講
晒
「人
類
の
知
恵
・
漢
方
薬
」

日
時
1
1
1
月
2
日
(
土
)
、午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
場
所
=
北
千
住
ル
ミ

ネ
7

階

講
師
l

飯
島
弘
氏
(
薬
剤
師
)

費
用
=

無
料

定
員
-
1
3
0人

間
先
―

足
立
区
薬
剤
師
会

啻
(
3
8
8
7
)
8
9
3
3

11 月 の 献 血
日
時
等
―
右
表

問
先
―
東
京
東
赤
十

亭
血
液
セ
ン
タ
ー

さ
(
5
6
8
2
)
2
8
0
1保健
予

防
係
霤
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

□ 無料電話相談「社労士110番」日時=毎週水曜日、午前10時～午後4時　社会保険労務士会　3815- 1110
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秋
の
見
所

足
立
6
0景

奨
し
い
景
観
は
。
私
た
ち
の
心
を
豊
か
に

し
て
く
れ
ま
す
。
平
威
4
年
に
区
制
㈱
周
年

を
紀
念
し
て
制
定
さ
れ
た
「
足
立
6
0景
」。こ

れ
は
、
足
立
の
風
景
・
風
勧
な
ど
の
う
ち
か

ら
選
り
す
ぐ
り
の
6
0の
景
観
を
、
区
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
康
向
調
査
を
参
考
に
選
定
し
た

も
の
で
す
。
普
段
何
気
な
く
目
に
し
て
い
る

遭
や
ま
ち
な
み
、
み
ど
り
、
水
辺
・・・
。
身
近

な
名
所
を
散
策
し
て
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
。

水
と
緑
の
散
歩
道

葛
西
用
水
親
水
水
路

かつては・ 業用水として重要な役割を只
たしてきた「脣四用水」。全長36k* にわた
る遊歩遭は、大きな水車や噴水、フロート
デッキ( 浮遊槍) と変化に富んだコース。
眷は、椏の名所となり ます。

荒川の四季

大きな川と広い空間。四季を通じて豊かな自然を満喫で
きます。ジョギングなどのスポーツを楽しむ人も多く 、10
月には、西新井橋と扇大橋の閧の河川敷きで。コスモスの
花が兒られます。

見沼代親水公園
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
風
疇
の
あ
る
木
轆
や
東
屋
の
設
け
ら

れ
た
。

全
長
千
鵬
m
の
観
水
公
園
。
伊
尽
ど
の
緑
も
多
く
、
自
然
石
の
配

置
鬯

れ
た
落
ち

筒
7

亟

間
。

の
ん
び
り
と

過
ご
し
た
い
公
園

都市農業公園

姿を消しつつある農村風景や広い芝生広場、四
季を通じ て様々な 花が咲く酖謇などいろいろな顛
を持っています。
繚の相談所もご利用ください。10月27 日から菊

花晨が闘催されます。

花畑記念庭園

石垣と築地塀で囲まれた日本庭園。毎月第3

土曜日にはお茶席が設けられます。 ※ お茶席
は、要予約03885 ―9795 まちなみ

建物
千

住

宿

旧
日
光
街
道
沿
い
は
、
茜
の
宿
場
町

を
思
い
起

こ
さ
せ
る
。
賞
撒
な
建
初
も
あ
り
、
落
ち
櫞
い
た

雰
囲
気
と
下
町
の
活
気
が
混
在
し
て
い
ま
す
。
な

お

、
偵
山
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
土
蔵
か

、
千
佳
河

原
町
の
千
住
宿
歴
史
プ
チ
テ
ラ
ス
で

ギ
ャ
ラ
リ
ー

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

江 北 橋
高く叢り上がったアーチが萸し

い江怎橋。荒川に美しいシルエッ
トを描きます。

関原の森
災害時にも 対応できるコ
ミュニティの広場、関原の
森。ここにある優恵まちづ
くり記念鰐は、アメリカの
宣徴師が杜会福祉活動のた
めに鷺てた洋館を区が買い
取ったもの。今は、まちづ
くりのために活用されてい
ます。

柳原千草園
名加の とおり四季折々の草木が楽し

める公園。造りすぎていない昔の原っ
ぱのような風情が魅力。これからの季
節は、| 一月筱が紅白の花をつけ、11 月
からは、サザンカも咲きはじ めます。

青井コミュニティ道路
～青和ばら公園

広
い
石
畳
の
青
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
道
略
に
隣
接
し
て

い

る
公
園
。
バ
ラ
と
い
え
ば
初
夏
の
イ
メ
ー
ジ
で

す
が
、
四

季
咲
き
パ
ラ
は
1
0
月
ご
ろ
に
も
う
一
度
楽
し
め
ま
す
。

足

立
6
0
景

蒟
取
月
の
1

日
に
発
行
し
て
い
る
「
あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ

ス
」
。こ
の
表
雁
を
飾
っ
て
い
る
の
は
、足
立
区
出
身
の
イ
ラ
ス
ト

レ

ー
タ
ー
、
永
沢
ま
こ
と

さ
ん
が
描
く
足
立
6
0
景
で
す

。
臥
回
1
1

月
1
日
号
は
吉
祥
院

。
お

桑
し
み
に

。
な
お

、H
月
上
旬
に
配
付

予
定
の

「
リ

ブ
イ
ン
郤
」
に
挾
み
こ
ま
れ
て
い
る
「
あ
だ
ち
マ
ッ

プ
」
に

、
足
立
6
0果
の
位
置
が
示
さ
れ
て
い
ま
す

。

足
立
6
0
景
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

、
広
報
課
へ

。

魯
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

足 立60 景 所 在 地 一 覧

綾
瀬
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

峻
瀬
川
を
き
れ
い
な
川
に
す
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
爽
施
し
ま
す

こ
の

鯉
し
は

、「
綾
瀬
川
膺
流
ル
ネ
サ
ン
ス
2
1

地
峨

脇
議
会
」
が
綾
瀬
川
蓆
毓
の

区
市
と
と
も
に
行
う
も
の
で

各
区

市
で
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す

足
立

区
は
、
葛
飾
区
と
合
同
で

建
設
省

や
東
京
都
な
ど
の
ほ
か

峻
瀬
小
学

校
な
ど
多
く
の
区
民
参
加
で
行
い
ま

す
。
パ
ネ
ル
展
示
の
ほ
か
ゲ
ー
ム
や

工

作
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

お
い
で
く
だ
さ
い

。

日
時
=
1
0
月
2
7

日
(
日
)
、
午
前
1
0時
3
0分
～
午
後
2

時
3
0分

鳩
所
a

柬
綾
瀬
公
園

胃
先
=

環
塊
課
調
整
係

a
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

国
保
協
定
旅
館

国
民
健
康
保
険
驟
で
は

、
左
衷
の

旅
館
等
と
契
約
を
し
て
お
り
ま
す
の

で

、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

対
象
=

区
内
在
住
・
在
動
の
方

申

込
1
施
設
へ
直
接
電
話
予
約
し
(
足

立
区
国
保
靡
扱
い
と
告
げ
て
く
だ
さ

い
)
、予
約
か
と
れ
ま
し
た
ら
国
保
ガ

イ
ド
4
3
ペ
ー
ジ
の
利
用
券
(
国
保
膜

・
区
民
事
務
所
に
も
あ
り
ま
す
)
を
持

参

※
料
金
等
く
わ
し
く
は
直
接
施

設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申

・
岡
先
9

国
民
囲
康
保
険
課
庶
務
係
e
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

協定旅館一覧

都
市
防
災
不
燃
化
促
進
事
業

放
射
1
1
号
線
(
尾
久
橋
通
り
)

沿
道
で

新
築
・
建
て
替
え
等
の
助
成
が
始
ま
り
ま
す

区
で
は
、
「
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く

り
」
の
一
環
と
し
て
、
大
震
火
災
時
の

安
全
な
「
避
難
路
」
や
「
延
規
遮
断
帯
」

を
整
備
す
る
た
め
、
都
市
防
災
不
燃
化

促
進
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

事

業
は
、
不
燃
化

促
進
区
城
内
で
事
業
爽

施
期
間
中
、
一
定
の
基
皿
に
あ
っ
た
不

燃
建
築
物
を
建
て
る
方
に
工

事
費
の

一

部
を
助
成
し
、
翅
初
の
不
燃
化
を
促
進

す
る
も
の
で

す
。
こ
の
区
域
内
で
建
物

を
建
て
よ
う
と
お
考
え
の

方
は
ぜ
ひ

、

こ
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。な
お
、

建
築
工
事
番
手
ま
で
に
助
成

申
牌
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。都

市
防
災
不
燃
化
促
進
事
業
は
、
現

在
下
図
の
8
旭
区
で
爽
施
し
て
い
ま

す

が
、
放
射
H
号

線
地
区
(
荒
川
以
北
の

足
立
区
放
射
H
号
線
部
分
の
う
ち
、
舎

人
公
園
を
除
く
)
に
つ
い
て

も
S
業
が

導
入

さ
れ
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
不
燃
化
促
進

区
堺
と
は
、
指
定
路
線
の
遍
路
の
両
側

か
ら
お
お
R

肪
m

以
内
の
区
域
、
お

よ
び
中
央
本
町
と

梅
島
の
一
部
区
域
で

す

問
先
―
防
災
ま
ち
づ
く
り
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

不刪 匕促進区峨図

ぐるっと
青空キャンペーン

自動車使用の抑制に
ご協力を

私
た
ち
の
吸
っ
て
い
る
空
璽
は
、
一

時
に
比
べ
て
よ
く
な
っ
た
も
の
の
、
ま

だ
ま
だ
き
れ
い
な
空
気
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
と
く
に
、
大
気
の
よ
ど
む
冬
に
は

空
気
の
汚
れ
る
日
か
た
い
へ
ん
多
く
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
都
内
2
3
区
2
7
市
、

西
多
庫
郡
3
町
1
村
お
よ
び
7
都
県
市
　

(
東
京
郡
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
。
神
奈

川
県
。
横
浜
市
、
川
崎
市
、
千
葉
市
)

は
共
同
で
、
1
1
月
か
ら
9
年
1
月
末
ま

で
の
期
間
を
中
心
に
、
窒
棄
酸
化
勧
に

よ
る
大
気
汚
染
の
主
な
原
因
で
あ
る
自

旬
車
の
交
通
一
を
減
ら
す
対
策
を
與
施

し
ま
す
。
期
間
中
、
自
動
申
便
用
を
で

き
る
だ
け
減
ら
す
こ
と
、
特
に
、
毎
週

水
曜
日
に
は
藥
用
申
嫗
を
2
0
%
、
貨
物

車
類
を
1
0
%
減
ら
t
』
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
マ
イ
カ

ー
や
事
業
用
自
動

申
の

便
用
は
で

き
る
だ
け
控
え
、
電
車

や
バ
ス
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。求
た
、

交
通
渋
滞
の
原
因
と
な
る

路
上

畦
車

や
、
畦
停
車
時
の
不
興
な
ア
イ
ド
リ
ン

グ
を
控
え
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

区
で
も
、
区
民
の
皆
さ
ん
が
直
接
利

用
す
る
車
を
除
い
て
。
期
間
中
2
0
%
以

上
を
目
憚
に
庁
膏
車
の
哽
用

を
自
粛

し
、
排
出
ガ
ス
の
低
錻
を
図
っ
て
い
き

家
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
東
京
郡
で
は
朋
間
中
の
水
阻

日
(
1

月
―
・
躡
日
か
喋

く
)
に
、
都

営
交
通
の
1
日
創
引
乗
申
券
「
水
曜
ク

リ
ー
ン
キ
ッ
プ
」(
地
下
鉄

、
パ
ス

、
都

衂
共
通

、
通
常
沺
円
を
枷
円
)
を
発
売
、

ま
た

、
エ
コ
ー
は
が
き
(
通
常
の
官
裂
(

ガ
キ
よ
り
5
円

安
の
4
5
円
)
も
発
売

し
ま
す

。

問
先
1
都
・
讖
境
保
全
局

自
助
車
公
害
対
策
童

き
(
5
3
8
8
)
3
4
9
7

ま
た
は
環
境
課

魯
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

自
転
車
放
置
禁
止
区
域

西
新
井
駅
周
辺

「
車
イ
ス
の
毋
の
散
歩
に
放
置
自
暖

車
が
邪
魔
で

困
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う

区
民
の
方
の
声
が
あ
り
ま
し
た

。1

台

く
ら
い
と
何
東
な
く
筐
い
た
自

暖
車

が

。
大
勢
の
人
の
迷
悉
に
な
っ
て
い
ま

す

。
区
で
は

、
只
岡
辺
の

お
お
む
ね
揃
m

以
内
を

、
自
転
車
放
置
禁
止
区
峨
に

指
定
し
て
い

家
す
。
禁
止
区
妓
に
放
置

さ
れ
た
自
転
車
は

、
撤
去
し
て
訳
毎
の

自
転
車
移
送
所
に
塲
び
保
管
し
ま
す

。

引
き
取
り
の
時
に
は
撤
去
料
2
千
円
を

徴
収
し
て
い
ま
す
。
駅
に
近
い
方
は
で

き
る
だ
け
徒
歩
で

、
自
転
車
を
利
用
す

る
場
合
は

、
必
ず
決
め
ら

れ
た
自
転
車

置
き
塲
に
置
い
て
く
だ
さ
い

。

一

区
営
畦
車
場

西
新
井
東
駐
車
場
・・
・
栗
原
―
-
7
-
5
S
(
3
8
5
2
)
6
9
0
5

酉
新
井
西
駐
車
場
・
・
f
栗
原
3
1
1
-
I

S
(
3
8
8
0
)
7
3
9
2

西
新
井
南
畦
申
場
・・
・
梅
島
3
-
2
8
-

―

き
(
3
8
8
0
)
7
3
9
3

西
新
井
東
町
畦
車
場
・・
・
西
新
井
栄
町
―
-
1
3
-
1
9

酋
《
5
6
8
1
T
9
4
0

西
新
井
無
料
駐
車
場
・・
・
西
新
井
栄
町
2

・
民

営
自
転
車
駐
車
場

か
ざ
み
畦
輪
場
・
・・
西
新
井
栄
町
2
-
7

-
8
?
3
8
8
6
)
1
3
1
3

ひ
る
た
駐
軸
場
・
・
・
西
新
井
栄
町
2
-
7

-
2
s
(
3
8
5
2
)
2
4
3
6

鈴
木
畦
輪
場
・・・
西
新
井
栄
町
2
-
3
-
8
?
3
8
8
7
)
2
9
7
2

斎
一

註
輸
場
…
粟
原
3
-

―
-
6

?
3
8
4
9
)
3
2
3
4

き
累
畦
軸
場
・・・
栗
原
1
-
7
-
2
3

?
3
8
8
3
)
3
8
6
4

牛
靤

翰
一
・
・・
棗
1
1
7
-
5

e
(
3
8

～
)
2
3
1
5

木
下
駐
軸
場
・
:
西
新
井

栄
町
2
-
5
-
2
e
(
3
8
8
9
)
8
8
0
1

平
肥
自
暖
車
預
か
り
所
・・・
西
新
井
栗
町
2
-
5
-
1
5

?
3
8
8
7
)
3
5
3
2

内
村
駐
卑
場
…
西
新
井
栄
町
2
J
5
-
3
?
3
8
8
7
)
4
7
1
0

・

自
転
車
移
送
所

竹
の

褫
移
送
所
・・・
東
伊
輿
町
3
6
先
(
竹

の
嬢
濟
掃
工
場
沿
い
東
武
繚
高
架
下
)

問
先
―
自
転
申
佩

s
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

西新井駅周辺自転車放置禁止区岐

● 日曜柔遭聾復施術 実 齠昜所は、足立区柔道接骨師会加入の接骨院でご寛くださいo03880 ―6958
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くらしの情報

本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

福

祉

シ
ル
バ
ー
パ
ス
が

1
0月
1
日
で
更
新
さ
れ
ま
し
た

シ
ル
バ
ー
パ
ス
は
、
都
営
交
通
機
関

(
都
バ
ス
・
都
電
・
都
営
地
下
鉄
)
と

都
内
の
民
営
バ
ス
に
乗
車
で
き
る
定
期

券
で
す
。こ
の
券
の
有
効
期
限
は
9
月

末
日
で
し
た
。
ま
だ
、
新
し
い
パ
ス
を

受
け
取
つ
て
い
な
い
方
は
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

・
無
料
交
付
の
パ
ス
券

留
守
等
で
民
生
委
員
等
か
ら
受
け
取

れ
な
か
っ
た
方
は
、
不
在
票
等
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。H
月
1
日
か
ら
福
祉

事
務
所
で
も
受
け
取
れ
ま
す
。
古
い
パ

ス
は
お
返
し
く
だ
さ
い
。

問
先
=
在

宅
福
祉
課

圏
有
料
交
付
の
パ
ス
券

パ
ス
の
購
入
と
な
り
ま
す
の
で
、
費

用
を
納
入
の
う
え
受
領
と
な
り
ま
す
　

(
郵
送
を
ご
希
望
の
方
は
郵
送
料
を
負

担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
)
。日
時
―
毎

週
月
曜
日
～
金
曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
、

午
前
9
時
～
午
後
2
時
4
5
分
費
用
1

2
万
1
8
0円

申
込
=
費
用
と
印
か
ん
を

持
参
の
う
え
直
接
窓
口

申
・
問
先
―

在
宅
福
祉
係

申
請
は
お
済
み
で
す
か
?

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

区
内
に
住
所
が
あ
り
、
重
度
の
障
害

が
あ
る
た
め
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る

方
で
、
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
方
は
手
当
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

・
特
別
障
害
者
手
当

対
象
0
2
0歳
以
上
の
方
/
施
設
に
入
所

し
て
い
な
い
方
/
訶
院
・
診
療
所
に
入

院
し
て
い
な
い
方
/
障
害
の
程
度
が
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
①
表
1
の

障
害
が
2
つ
以
上
あ
る
②
表
1
の
障
害

が
1
つ
あ
り
、
か
つ
表
2
の
障
害
が
2

つ
以
上
あ
る
③
障
害
の
程
度
が
前
記
と

同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る

手
当
額

=
月
額
2
万
6
千
讚
円

圈
障
害
児
福
祉
手
当

対
象
=
2
0歳
未
満
の
方
/
施
設
に
入
所

し
て
い
な
い
方
/
障
害
児
本
人
が
障
害

を
理
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
け
て
い

な
い
方
/
表
3
に
定
め
る
程
度
の
障
害

が
あ
る
方

手
当
額
=
月
額
1
万
4
千
2
7
0

円

-
い
ず
れ
も
L

障
害
者
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の

所
得
に
制
限
が
あ
り
ま
す
(
表
4
)
。

問
先
=
在
宅
福
祉
係
ま
た
は
各
福
祉
事

務
所
(
表
5
)

表1 表2

表3

表4

※なお、障害者本人が公的年金等を受給している場合は、当該給付額は、所得に算入されます

表5　 福祉事務所一覧

ケ
ア
ハ
ウ
ス
六
月
の

入
所
者
募
集
(
空
き
室
分
)

「
ケ
ア
「
ウ
ス
六
月
」
は
、
体
が
や

や
弱
っ
た
こ
と
に
よ
り
不
安
を
持
っ
て

い
る
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢

者
夫
婦
世
帯
の
方
に
、
安
心
し
て
自
立

し
た
生
活
を
続
け
て
い
た
だ
く
た
め
の

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。
こ
こ
で
は
、

食
事
の
提
供
と
入
浴
の
準
備
の
サ
ー
ビ

ス
の
ほ
か
、
生
活
相
談
等
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

所
在
地
上
(
月
1
-
6
-
1

対
象
=
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
・
:

区
内
在
住
の
満
6
0歳
以
上
の
方
お
よ
び

そ
の
配
偶
者
/
自
炊
が
で
き
な
い
程
度

の
身
体
機
能
の
低
下
が
認
め
ら
れ
、
ま

た
は
高
齢
等
の
た
め
独
立
し
て
生
活
す

る
に
は
不
安
が
認
め
ら
れ
る
方
/
日
常

生
活
の
維
持
が
可
能
な
方
/
使
用
料
の

負
担
能
力
が
あ
る
方
/
保
証
人
を
立
て

ら
れ
る
方
入
所
予
定
時
期
1
9
年
1

月
1
日
以
降
※
く
わ
し
く
は
、申
込

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
募
集
室
数
=
個

室
、夫
婦
室
と
も
に
若
干
名
(
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
、抽
選
で
空
き
室
待

ち
の
順
位
を
つ
け
ま
す
)
使
用
料
=

年
収
に
応
じ
て
月
額
約
3
～
1
2
万
円

申
込
=
直
接
窓
口
(
申
込
用
紙
に
記
入

し
、本
人
が
提
出
)
申
込
期
間
=
1
0

月
2
8
日
～
1
1
1
月
1
8
日
申
込
用
紙
の
配

布
=
期
間
中
、区
内
の
各
福
祉
事
務
所
、

区
民
事
務
所
、
東
・
西
部
障
害
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
施
設
運
営
係
で
配
布

申
・
問

先
=
施
設
運
営
係

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
へ

医
療
費
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

1
0月
下
旬
に
通
知
書
(
医
療
費
の
お

知
ら
せ
)
を
郵
送
し
ま
す
。
こ
の
通
知

賽
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
と
医
療
費
負
担

の
内
容
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。
今
回
は
、5

月
に
診
療
を
受
け
た
方
に
、
そ
の
月

の
医
療
費
の
全
額
(
1
0割
分
)
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
(
総
医
療
費
が
3
千
円
以

下
の
場
合
や
医
療
機
関
か
ら
の
請
求
が

遅
れ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
お
送
り
し

て
い
ま
せ
ん
)
。
な
お
、
こ
の
通
知
は
、

お
知
ら
せ
で
す
の
で
、
特
に
手
続
き
を

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
先
=

医
療
助
成
係

福
祉
手
当
(
国
制
度
)
を

振
り
込
み
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
、障
害
児
福
祉
手

当
、経
過
的
福
祉
手
当
の
8
月
～
1
0
月

分
を
、
届
け
出
さ
れ
た
預
金
口
座
に
1
1

月
8
日
ご
ろ
振
り
込
み
ま
す
。
各
金
融

機
関
で
支
払
い
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
先
―
在
宅
福
祉
佩
ま
た
は
各
福
祉
事

務
所
(
表
5
)

戦
傷
病
者
等
の

妻
の
方
へ

特
別
給
付
金
の
請
求
を
受
け
付
け
中

で
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

請
求
期
限
=
1
1一年
9
月
3
0

日

申
・
問
先
―
民
生
係

募

集

区
民
事
務
所
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
封
筒
に

広
告
を
の
せ
ま
せ
ん
か

住
民
票
の
写
し
等
を
お
渡
し
す
る
際

に
使
用
す
る
、
サ
ー
ビ
ス
封
筒
の
広
告

を
募
集
し
ま
す
(
4
0
万
枚
作
成
)
。大

き
さ
1
1
枠
、縦
約
4
`
×
横
約
8
`
　

(表
面
に
3
枠
、
裏
面
に
4
枠
)

基

準
=
区
内
商
工
業
の
発
展
に
期
す
る
も

の
/
政
治
・
宗
教
活
動
、
意
見
広
告
、

個
人
宣
伝
に
か
か
わ
ら
な
い
も
の
/
公

の
秩
序
、
善
良
な
風
俗
に
反
し
な
い
も

の

費
用
=
1

枠
に
つ
き
表
面
2
0万

円
、
裏
面
1
0万
円

申
込
―
直
接
窓
口

期
限
=
1
0月
3
1日

申
・
問
先
=
住
民

記
録
係

9
年
4
月
に
入
園
を
希
望
す
る
保
育
園
児

受
付
期
間
=
1
2
月
2
日
～
1
6
日
(
申
請

書
は
1
1月
2
0日
よ
り
配
布
)

申
請
に

必
要
な
も
の
1
7
年
分
所
得
税
額
が
わ

か
る
も
の
(
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
確
定

申
告
書
の
控
え
)
。8
年
分
所
得
税
が
確

定
″一
第
、8
年
分
の
も
の
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
/
8
年
度
固
定
資
産
税

を
証
明
す
る
書
類
(
課
税
さ
れ
て
い
る

方
の
み
)
/
印
か
ん

※
一
部
掴
定
菌

で
は
産
休
明
け
か
ら
O
歳
児
保
育
を
行

っ
て
い
ま
す
(
保
育
園
の
一
覧
表
な
ど
、

く
わ
し
く
は
「
あ
だ
ち
広
報
」
で
1
1月

中
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

申
・
問
先

―
住
所
地
を
管
轄
す
る
各
福
祉
事
務
所

(表
5
)

9
年
4
月
入
園
の
区
立
幼
稚
園
児

募
集
す
る
園
=
表
6
の
と
お
り
対
象

―
区
内
在
住
の
4
歳
児
(
4
年
4
月
2

日
～
5
年
4
月
1
日
生
)
、5
歳
児
(
3

年
4
月
2
日
～
4
年
4
月
1
日
生
)

受
付
日
時
-
1
0
月
3
1
日
(
木
)
・
1
1
月

1
日
(
金
)
、午
後
1
時
3
0
分
I
3
時
3
0

分
受
付
場
所
=
入
園
希
望
の
各
区
立

幼
稚
園
※
申
込
用
紙
・
募
集
要
項
は

各
区
立
幼
稚
園
・
区
民
事
務
所
・
教
育

委
員
会
で
配
付
し
て
い
ま
す
。各
幼
稚

園
は
午
前
9
時
～
午
後
3
時
3
0
分
(
土

躍
日
は
正
午
)
ま
で

選
考
日
a
第
一

次
選
考
は
、1
1月
6
日
に
入
園
希
望
の

各
幼
稚
園
で
行
い
ま
す
※
な
お
現
在
、

区
立
幼
稚
園
の
再
編
整
備
を
検
討
中
で

す
。1
0年
度
以
降
の
募
集
人
員
等
に
つ

い
て
、
変
更
が
あ
る
予
定
で
す

問
先

―
学
事
係

表6　 区立幼稚 園一覧

イ
ー
ス
ト
ウ
ェ
ー
ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

障
害
を
お
持
ち
の
方
と
一
緒
に
、
お

祭
り
を
つ
く
り
あ
げ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
秋
の
1
日
を
楽

し
く
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
=
1
1

月
1
0日
(
日
)
、午
前
9
時
～
午
後
4

時

対
象
―
高
校
生
以
上
の
方

内

容
=
車
い
す
使
用
者
の
介
助
、
イ
ベ
ン

ト
の
手
伝
い
な
ど

申
込
=
電
話

期

限
=
1
0月
3
1日

場
・
申
・
問
先
=
東

部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

豐
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

☆大正琴講習会　11月1・15・22日、12月6・13・20日( いずれも金曜日、全6回) 、午後1時30分～3時30分/花畑センター/初心者向け/20人/無料( 教
材費200円) 　※ 大正琴は貸し出し ます/ 当 日直接会場へ/ 木村 　3883- 8022
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税

金

現
在
持
っ
て
い
な
い
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の

税
金
を
支
払
っ
て
い
ま
せ
ん
か

軽
自
動
車
税
は
4
月
1
日
現
在
、
バ

イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
し
て
い

る
方
に
か
か
る
税
金
で
す
。
原
励
機
付

自
転
車
や
軽
二
・
三
・
四
輪
車
、
二
輪

小
型
自
励
車
を
持
っ
て
い
る
方
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、
届
け

出
を
す
れ
ば
9
年
度
以
降
の
税
金
は
か

か
り
ま
せ
ん
。

対
象
―
盗
難
に
あ
っ

て
見
つ
か
っ
て
い
な
い
方
(
響
察
に
盗

難
届
を
出
し
て
も
廃
車
届
は
必
要
で

す
)
/
届
け
出
を
し
な
い
で
膿
っ
た
り
、

充
っ
た
り
し
た
方
/
解
体
し
た
が
登
録

し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
方

問
先
a

表
7
の
と
お
り

表7　 軽自動車税間い合わせ先一覧

納
税
は
1
0月
3
1日
ま
で
に

8
年
度
特
別
区
民
税
・
都
民
税
第
3

期
分
の
納
期
限
は
、
1
0月
3
1日
で
す
。

納
期
限
唆
は
高
率
の
延
濳
金
(
年
率
1
4

・
6
%
)
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
早

め
に
お
近
く
の
銀
行
・
郵
便
局
な
ど
の

金
融
機
関
お
よ
び
区
役
所
・
区
民
事
務

所
の
窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
―
納
税
第
一
・
第
二
係

年

末

調

整

説
明

会

区
と
税
務
署
で
は
、
年
末
調
整
の
説

明
会
を
行
い
ま
す
。
給
与
関
係
事
務
を

担
当
す
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ

い
。
な
お
、
自
動
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

日
時
等
=
表
8
の
と

お
り

問
先
―
課
税
課
特
別
徴
収
係

足
立
税
務
署
・
源
泉
所
得
税
係

a
(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新
井
税
務
署
・
源
泉
所
得
税
係

壺
(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

表8　 年末調整説明会会場

※ いずれも時間は、午後1時30分～4時※ 説明 会の内容 につい ては 特別徴 収係ま
たは各税務署 へお問い 合わせください

国

保

傷
害
事
件
や
交
通
事
故
な
ど
第
三
者

に
よ
り
負
傷
し
た
場
合
は
届
け
出
を

国
保
加
入
者
の
方
が
、
傷
害
事
件
や

交
通
事
故
な
ど
で
、
第
三
者
の
故
意
ま

た
は
過
失
に
よ
り
負
傷
・
疾
病
し
た
場

合
の
治
療
費
は
、
加
富
者
の
負
担
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
示
談
や
S
害
濡

弁
償
が
ま
だ
で
、
加
入
者
の
方
が
喧
嘩

や
泥
酔
、
無
免
許
・
飲
酒
運
転
等
に
該

当
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
届
け
出
(
第

三
者
行
為
に
よ
る
傷
訶
届
)
を
し
、
国

保
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
な
お
、
国
保
で
治
療
を
受
け
た
と

き
は
、
保
険
者
で
あ
る
足
立
区
が
一
時

的
に
立
て
替
え
、
後
日
、
加
害
者
等
へ

請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
先
=

保
険
給
付
係

該
当
す
る
方
は
切
り
替
え
を

退
職
者
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
次
に
あ

て
は
ま
る
方
は
、
退
職
者
医
療
制
度
に

該
当
し
ま
す
。
病
院
等
に
か
か
る
場
合
。

一
般
加
入
者
が
自
己
負
担
金
3
創
に
対

し
て
、
表
9
の
と
お
り
安
く
な
り
ま
す
。

対
象
=
老
齢
ま
た
は
退
職
を
事
由
と
す

る
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
な
ど
(
国
民

年
金
は
除
く
)
を
受
給
し
て
い
る
7
0
歳

未
満
の
方
、
お
よ
び
そ
の
扶
養
家
族
で
、

次
の
要
件
を
満
た
す
方
…
年
金
加
入
期

間
が
2
0
年
以
上
ま
た
は
4
0
歳
以
降
1
0
年

以
上
あ
り
、自
分
で
掛
金
を
納
め
て
い

た
方
(
た
だ
し
、老
人
保
健
法
該
当
者

は
除
く
)
※
@
医
療
証
を
お
持
ち
の

方
で
も
、
こ
の
制
度
に
該
当
す
る
場
合

は
、
切
り
替
え
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い

申
込
9
年
金
証
書
ま
た
は
年
金

裁
定
通
知
書
、
国
民
健
康
保
険
証
、
印

か
ん
を
窓
口
に
持
参
。
年
金
証一
ま
た

は
年
金
裁
定
通
知
S
が
届
い
た
ら
、1
4

日
以
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

申
先
l
各
区
民
事
務
所
ま
た
は
国
民
健

康
保
険
課

問
先
9
資
格
賦
課
係

表9　 退職者医療制度一部負担金割合

※保険料は変わりません

生
活

環

境

1
1月
1
日
か
ら
粗
大
ご
み
の
申
し
込
み
は

粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
へ

こ
れ
ま
で
粗
大
ご
み
を
出
す
場
合
、

地
域
の
清
掃
事
務
所
に
申
し
込
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
1
1
月
1
日
か

ら
、
新
た
に
開
設
さ
れ
る
「
粗
大
ご
み

受
付
セ
ン
タ
ー
」で
受
け
付
け
ま
す
。

粗
大
ご
み
と
は
、家
庭
か
ら
出
さ
れ
る

家
具
・
電
化
製
品
・
厨
房
用
具
類
・
自

転
車
等
の
大
型
ご
み
を
い
い
、処
分
に

は
所
定
の
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

受
付
日
時
=
毎
週
月
曜
日
～
土
曜
日
　

(
1
2月
2
9日
か
ら
1

月
3
日
を
除
く
)
、

午
前
9

時
～
午
後
5

時

申
込
―
電
話

(電
話
申
し
込
み
が
不
便
な
方
は
、F
A
x

で
の
申
し
込
み
可
)

※
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
出
さ
れ
る
品
名
と

個
数
を
正
確
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

申
先
―
粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー

酋
(
5
2
9
6
)
7
0
0
0

F
A
χ
(
5
2
9
6
)
7
0
0
1

問
先
l
清
掃
局
作
業
部
管
理
課

a
(
5
3
2
0
)
5
7
5
8

住
居
表
示
板
を
取
り
替
え
ま
す

区
で
は
、
各
街
区
に
取
り
付
け
て
あ

る
「
街
区
表
示
板
」
と
、
各
建
物
に
取

り
付
け
て
あ
る
「
町
名
板
」「
住
居
番
号

表
示
板
」
の
う
ち
、
変
色
し
た
り
、
壊

れ
た
り
し
た
も
の
を
取
り
替
え
る
作
巣

を
行
い
ま
す
。
取
り
替
え
作
業
は
、
区

が
委
託
し
た
業
者
が
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。対
象
地
域

―
保
木
間
一
丁
目
～
五
丁
目
、西
保
木

間
一
丁
目
～
四
丁
目
作
業
期
間
=
1
1

月
上
旬
～
1
2月
下
旬

間
先
=
住
居
表

示
担
当

年

金

1
1月
は
老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
月
で
す

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方

は
、1
1月
1
1日
か
ら
指
定
の
郵
便
局
の

窓
口
で
支
払
い
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
な

お
、
年
金
証一
は
1
0月
3
1日
に
発
送
す

る
予
定
で
す

。

持
参
す
る
も
の
1

年

金
証
書
(
緑
色
の
手
帳
)
、印
か
ん
(
代
理

人
の
方
が
受
け
取
る
と
き
は

。
代
理
人

の
印
か
ん
も
必
要
)

問
先
―
給
付
係

「社
会
保
険
」街
頭
相
談

今
月
は
「
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
」

で
す
。一

民
年
金
や

、
厚
生
年
金
な
ど
、

社
会
保
険
制
度
全
般
に
つ
い
て
知
り
た

い
方
や

、
わ
か
ら
な
い
事
が
あ
る
方
の

た
め
に

、
区
内
の
2

ヵ
所
で
街
頭
相
談

を
行
い
ま
す

。
お
気
軽
に
お
こ
し
く
だ

さ
い

。

日
時
・
場
所
=

▽
1
1月
6

日

(
水
)
・・
-北
千
住
駅
西
口
広
場
千
代
田

線
入
口
前

マ
1
1
月
7

日
(

木
)
・・・
竹

ノ
獗
駅
東
口
広
場

※
い
ず
れ
も
午
前
1
0

時
か
ら
午
後
4

時
ま
で
受
け
付
け

内
容
―
足
立
社
会
保
険
事
務
所
の
年
金

担
当
者
に
よ
る
個
別
相
談
、
血
圧
測
定

な
ど

問
先
=
足
立
社
会
保
険
事
務
所
S
(
3
6
0
4
)
0
1
1
1

国
民
年
金
課
推
進
係

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
=
1
1月
6
日
(
水
)
、
午
前
1
0時

～
午
後
3
時
3
0分

場
所
9
区
役
所
北

館
2
階
・
国
民
年
金
課
前

問
先
―
推

進
佩

免
除
期
間
追
納
の
お
す
す
め

免
除
を
受
け
た
期
間
の
国
民
年
金
保

険
料
を
、1
0年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
ら
れ
る
制
度
が
追
納
で
す
。
免
除

を
受
け
た
期
間
は
年
金
額
が
3
分
の
I

と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
が
、
追
納
す
る
と

年
金
額
は
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
一

定
期
間
を
過
ぎ
て
納
め
る
保
険
料
に
は

加
算
が
つ
き
ま
す

問
先
―
保
険
料
佩

身
近
な
仕
事
を

引
き
受
け
ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
の
方
々
が
長
年
培
っ
て
き

た
知
識
・
経
験
・
技
能
を
生
か
し

て
社
会
に

参
加
し
、

地
域
社
会

の
活
性
化

に
貢
献
し

て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次

の
よ
う
な
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

内
容
―
毛
筆
の
筆
耕
、
大
工
、
塗

装
、
草
刈
り
、
済
掃
、
チ
ラ
シ
等

の
配
布
、
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
、

そ
の
他
高

齢
者
向
き

の
仕
事

申
込
―
電

話
(
相
談

と
発
注
)

申
・
問
先
=
咄
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

酋
(
3
8
5
9
)
2
5
6
1

あ
っ
せ
ん
し
ま
す

私
立
高
校
等
入
学
資
金
融
資

お
子
さ
ん
の
私
立
高
校
・
高
等
専

門
学
校
等
の
入
学
資
金
に
お
困
り
の

方
へ
融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
し
ま
す
。

期
間
1
1
1
月
1
日
～
9
年
2
月
2
8
日

※
申
し
込
み
か
ら
融
資
ま
で
教
…一
日

間
か
か
り
ま
す
。
志
望
校
が
決
ま
り

ま
し
た
ら
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
す
で
に
入
学
金
等
を
納
入
済

み
の
場
合
は
融
資
で
き
ま
せ
ん

対

象
I
私
立
高
校
・
高
等
専
門
学
校
ま

た
は
大
学
入
学
資
格
を
得
ら
れ
る
、

私
立
の
専
修
学
校
高
等
課
程
進
学
予

定
者
と
同
居
し
て
い
る
保
護
者
/
足

立
区
内
に
引
き
覦
き
1
年
以
上
居
住

し
、
住
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
/
7

年
中
の
年
収
が
次
の
限
度
額
以

下
の
方
・・・
給
与
所
得
者
は
支
払
給
与

の
総
額
1

千
万
円
以
下

、
事
業
所
得

者
は
総
所
得
金
額
等
瞋
万
円
以
下

※
前
配
条
件
に
あ
て
は
ま
る
場
合
で

も
取
扱
金
融
機
関
賃
付
基
準
に
よ
り

融
資
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す

融
資
金
額
I
m
一
万
円
1
5
0
万

円
(
1

万
円
単
位
)

融
資
対
一

―

志
望
校
入

学
手
続
き
時
の
最
低
納
付

額
(
授
業
料
・
寄
付
金
は
対
象
外
)
お

よ
び
制
服
代
・
教
科
書
代
(
1
0万
円
・

2
万
円
の
定
額
算
定
)

利
率
1
年
3
%

返
済
=
融
資
を
受
け
た
日
の

翌
月
か
ら
3
年
以
内
(
元
金
均
等
月

歐
僕
還
)

取
扱
金
融
機
関
I
足
立

農
業
協
同
組
合
の
本
・
支
店
、足
立

区
内
の
足
立
信
用
金
庫
・
成
和
信
用

金
庫

保
証
=
金
融
機
関
所
定
の
保

証
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
(
保
証

料
は
区
で
負
担
)

申
・
問
先
―
学

務
課
振
興
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

☆
花
畑
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
第
1
3

回
定
期
演
奏
会
1
1

月
3
日
(

日
)
、

午
後
2

時
/

竹
の
獵
セ
ン
タ
ー
/

デ
ィ

ズ
ニ
ー
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ほ
か
/

河
合
a
(
3
8
8
5
)
6
7
1
2

☆
綾
瀬
川
バ
ス
見
学
会
(

区
役
所
一

合

コ
ー
ス
)
1
1

月
6

日
(
水
)
、
午
前
9

時
2
0
分
～
午
後
4

時

※
雨
天
決
行
/

無
料
(

軽
食
支
給
)
/

往
復
(

ガ
キ
ま

た
は
F
A
x
(

先
着
願
)
/

咄
日
本
の

水
を
き
れ
い
に
す
る
会

〒
叨
港
区
赤

坂
1
-
9
-
1
3

三
会
堂
ピ
ル

霤
(
3
5
8
5
)
3
6
5
3

F
A
χ
(
3
5
8
5
)
5
7
4
9

☆
足
立
よ
い
映
両
を
み
る
僉
‘
一
周
年
特

別
例
会
「午
後
の
遺
s
状
」1
1
月
1
6

日
(
土
)
、午
前
9
時
2
0
分
・
0
時
2
0
分

・
2
時
5
0
分
/
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
/

千
瀰
円
(
6
0
歳
以
上
千
円
)
/
荒
#
s

(
3
8
5
8
)
3
0
4
8

☆
足
立
区
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
連
合
「
第

1
回
千
q
m
泳
力
記
録
会
」
1
1
月
1
7

日
(
日
)
、
午
後
2
時
3
0
分
～
5
時
3
0
分

/
東
京
マ
リ
ン
江
北
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ

ブ
/
千
円
/
(
ガ
キ
ま
た
は
電
話
/
小

林
-
1
1
1
2
1
中
央
本
町
4
1
1
6
1
2
-
7
2
2

魯
(
3
8
5
2
)
2
6
3
5

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
。卜
(
出
店
者
募
集
)

H
月
1
7
日
(
日
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
2

時

※
雨
天
の
場
合
1
2月
1
日
/
大
谷

田
南
公
園
/
出
店
料
千
円
/
(
ガ
キ
に

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
明
記
し
「
〒

漣
大
谷
田
団
地
内
郵
便
局
留
倶
楽
部
う

だ
だ
」(
m一
月
3
1日
必
着
)
/
伊
藤

壼
0
3
0
(
3
4
)
1
5
4
1
3

☆
足
立
区
山
岳
連
盟
「荒
川
の
源
流
を

尋
ね
て
」1
1
月
2
3
日
(
祝
)
/
秩
父

鉄
道
三
峰
ロ
ー
秩
父
朗
(
6
-
3
㎞
、標
高

差
s
m
)
/

便
せ
ん
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、一
話
番
号
を
明
記
し
、8
0

円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同

封
/
荒
川

〒
1
2
3
本
木
2
1
2
6
-
1
2
9
(
3
8
8
9
)
8
0
0
0

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
お
考

え
の
方
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

霤
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

☆いこう共同保育園バザー　11月9日( 土) 、午前10時～午後2時/贈答品・日用雑貨など、品物の提供をお願いします/いこう共同保育園
3853- 0827
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遊
び
に
お
い
で
く
だ
さ
い
「
六
月
祭
」

ゆ
う
あ
い
の
郷
六
月
(
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
(
ウ
ス
・
高
齢
者
在

宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
⊥
(
月
)
で
は
、地
域
の
皆

さ
ん
に
施
般
を
よ
り
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
「六
月
祭
」を
行
い
ま
す
。ぜ

ひ
遊
ぴ
に
き
て
、秋
の
1
日
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。日
時
=
1
1
月
3
日

(
日
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
場
・

問
先
=
ゆ
う
あ
い
の
郷
六
月

a
(
5
2
4
2
)
0
3
0
3

※ スタンプラリーや足立唱歌隊による合唱もあります

ご
覧
く
だ
さ
い

郷
土
博
物
館
の
映
画
会

第
2

土
曜
日
の
無
料
公
間
日
に

、
各

地
の
伝
統
的
な
暮
ら
し
や
祭
り
を
紀
録

し
た
映
画
を
上
映
し
ま
す

。

日
時
=
1
1

月
9

日
(
土
)
、
午
前
1
1
時

内
容
=

▽
「
を
ど
ら
ぱ
を
ど
れ

」(
5
0分
)
・・・「
お

ど
り
念
仏

」
を
伝
え
る
信
州
佐
久
・
跡

部
村
の
暮
ら
し

▽
「
有
明
剏
の
干
潟
I
J
(
3
3

分
)
・・・干
潟
独
特
の
伝
統
漁
法

の
記
録
S

用
1
無
料

場
・
問
先
=

郷
土
博
物
館

S
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

区
立
中
学
校
連
合
行
事

生
徒
が
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
連
合
英
晒
学
芸
会
劇
、ス
ピ
ー
チ
、

暗
唱
等
、日
ご
ろ
の
成
果
を
英
語
で
発

表
し
ま
す
。日
時
1
1
1
月
1
日
(
金
)
、

午
前
9
時
2
0
分
～
午
後
4
時

圏
連
合
演
劇
発
表
会

生
活
劇
、S
F

劇
、
未
来
劇
等
、
演
劇
を
通
じ
て
人
間

の
生
き
方
、
環
境
問
題
な
ど
種
々
の
テ

ー
マ
に
取
り
組
み
ま
す
。

日
時
1
1
1

月
5
日
1
7
日
。
い
ず
れ
も
午
前
9
時

3
0分～
午
後
4
時

圖
連
合
音
楽
会
合
唱
、
合
奏
、
吹
奏

楽
を
行
い
ま
す
。
日
時
1
1
1
月
1
4
・

1
5
日
、
1
8
日
、
い
ず
れ
も
午
前
9
時
3
0

分～
午
後
3
時
3
0
分

-

い
ず
れ
も
l

S
用
―
無
料

場
所
I
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

問
先
=
学

校
教
育
部
庶
務
課

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
に
投
稿
し
て
み
ま
せ
ん
か

テ
ー
マ
は
「ペ
ッ
ト
に
つ
い
て
考
え
る
」

エ
ク
ス
プ
レ
ス
で
は
、
区
民
の
皆
さ

ん
の
投
稿
を
掲
載
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
て
い
ま
す
。
1
月
号
の
テ
ー
マ
は
。

「
ペ
ッ
ト
に
つ
い
て
考
え
る
」
で
す
。

ペ
ッ
ト
が
家
族
の
一
員
と
し
て
欠
か
せ

な
い
方
も
い
れ
ば
、
ペ
ッ
ト
の
飼
い
主

の
マ
ナ
ー
に
疑
問
を
持
っ
て
い
る
方
な

ど
ペ
ッ
ト
に
関
し
て
は
い
ろ
い
ろ
な
考

え
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
選
考
の

う
え
、
掲
載
し
ま
す
。
掲
載
さ
れ
た
方

に
は
、
粗
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

申

込
=
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
伽
字
程
度
に
ま
と

め
て
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

期
限
1
1
1

月
8
日

申
・
問
先
=
広
報
課

干
1
2
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本
町
1
1
1
7
1
1

一
‘
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
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情 報 コ ー ナ ー

世 帯 と 人 口( 8 年10 月1 日 現 在)

世 帯　264, 340
人 口　636, 785 人

男　322, 629 人
女　314, 156 人

地域 指導 者
養 成 講 座 Ⅲ 「子どもと遊びを考える 」

子どもたちの生活と遊びについ
て、最近の状況等をおり まぜなが
ら、「遊び」に関する理諭と実技指
導を学びませんか。 日程等一右
表 場所一青年センター 対象- 16
歳以上で少年団 体活動等に携わ

っている方/ これから携わる方/
その他、興味・関心 のある方 講
師一伊藤建夫氏( ド ゥ・アウトド
アライフ研呪 所所長) 定員- 30

人( 先着順) 費用一無料 申込
一電話 申・問先一少年育成係
03880 ―5111㈹

※ いずれも火曜日、時間は午後7時～9時

あだちブラスバンド
フェ スティ バル' 96

区内の吹奏楽団7 団体が実行委
員会を作り、世代を越えた吹奏楽
の演奏会を開催し ます。ぜひ、ご
来場ください。 日時- 11 月10日(
日) 、午後1 時開演( 閧堤は30分
前) 場所- ギャラクシティ・西
新井文化ホール 出演- クレ イジ
ーコア/ アカ デミカ/ ウインドク
ルー/ 伊具ウインド/ アヴァンプ
ルミエ/ ホワ イタル/ 足立吹奏楽
団/ 足立高校/ 潤徳女子高校/ 中
学校合同バンド 招待一足立シ ル
バーアンサンブ ル、ジュニア吹奏
楽団 費用一無料 申込一当日直
接会場へ 問先一実行委員会事務
局( 文化振興係内)
03880- 5111 ㈹

せいぶむらまつり
楽しさいっぱいのお祭です。皆

さんおいでください。日時- 10
月27日( 日) 、正午～3時内容一
緑日、かくし芸大会等 申込一当
日直接会場へ 場・問先一西部児
童館・老人館B3897- 5016

伊興体育館

改修工事のお知らせ
体育館は、改修工事のため。9

年1月5日～31日まで、使用でき
ません。なお、保養所等受付業 務、
ト レーニングルームは、平常どお
り行い ます。ご協力をお 願いしま
す。 問先一体青管理係
H3880 ―5111( t t 3

東部障 害福 祉総 合センター

イーストウェーブフェスティバル
今年で7回目を迎えた楽しいイ
ベントです。どなたでも参加でき
ますので、ぜひおいでください。
日時- 11月10日( 日) 、午前l ( l 瞻～
午後3 時 内容- バザー、展 示、
模擬店、体験コ ーナー、おもち や

図● 館、のこぎり演奏など ※ 移
動困難な方を 対象に。リフト付き
シ ャト ルバスを運行します。くわ
しくはお問 い合わせください 場
・問先 東部障害ネ冨ネI卜総合センタ
ーI I 5682 ―5370

愛々祭(ラブラブフェスタ) ' 96

ミニコンサート出演者募集! !

「愛でAI DSを包んでしまお
う」をテーマとして、ハートを込
めた演奏をしてみませんか?日
時- 12月14日( 土) 、午後2時～6
時 ※ ジャンルは不問。 ただし 、
大掛 かりなセッティング が必要な
いも のに限る 場・申 ・問先一青

年センター03890 ―0061

16ミリ映写機技術再講習会
映写機操作技術の向 上、復習を

したい 方の ための 講 習を 行いま
す。お気鰹にご参加く ださ い。
日時- 11月2日( 土) 、午後3時～
8 時( この間の都合の良い時間)
場所一青年センター 対象- 16 ミ
リ映写機技術講習会の修了証をお
持ちの方 申込一修了 証を持参の
うえ、当日直接会場へ 問先一中
央図書館03840 ―4646

「あだち女性起業家支援塾」
実践コース開 講

「事業を始めたい、福祉や健康
などの意味ある事業を行いたい、
事業経営を見直したい… 」こんな
思いを持つ女性をサポートする実
賎コ ースです。講義や 発表、ゲー
ム等を 通して、起業 までのプロセ
スや経営ノウハウを学びます。
日l 寺- 11月30日、12月1日、14・
15日、21・22日、いずオ1も土・日
曜日、午前10時～午後5時内容
一会 社の作り方、仕訳について、
不動産知識、企画と企画書の作り

方、商談ゲ ーム、経営者の仕事等
対象一区内在住・在助・在学の女
栓で、支撞着入門コース修了 者、起
業 の予定が明確な方、現在事業を
し ているが経営を 見直したい方
定員- 30 人( 書類選考) 費用- 3
万円 申込一所定の申込用紙を

電 話またはファクスにてn 月5 日
までにご請求ください 期限- 11
月n 日 場・申 ・同先一女性総合
センター 壺3880- 5?‘ 冫り
FAX3880 ―0133

11月の区内各種展示
こ ど も科学館 イベ ントホール

冫10月30日～u月3日…足立区文
化祭( 洋画・彫刻屓) r>11月20
日～24日、26日～30日…又立小学
校区違合展覧会( 家庭科)
問先- こども 科学館
115242 ―8161

西新井区民ギャラリー
[ >1日～11日・・・足立区文化祭f >
14日～18日…古流玉水会>22日～
24日…東京さつき愛好会秋季展

に>27日～12月2日…足立水彩水曜
会
※ 初日と最,柊日は搬入出作業のた
め展 示時間は未定。当 日にお問い
合わせください 問先一西新井区

民ギ ャラリー( 西新井駅東ロサテ
ィ4 階・火曜日休館。3 、4、23日
の祝日は開館) 113852 ―3251

プチテラス・野外ギャラリー
● 千住宿歴史プチテラス( 千住河
原町21―11) l >2 ・3 日、9 ・10
日、16・17日、23・24日、30日

… やっち や場の風俗展
● 綾瀬野外ギャラリー( 綾瀬3-
1) >1日～30日…水墨画

- いずれも一
問先- まちづくり公社
I J 3880 ―5700( 直通)

入場 無料
。
展示 を希望

する方は、それぞれの
問い合わせ先へ。

第46回

足立区文化祭
( 芸能大会)

文化・芸術のさ まざまな分野で
活躍している皆さんが、日ごろの
成果を発表し ます。ぜひご鑑賞く
ださい。 日程等一下表 問先一
文化振輿係113880 ―5111㈹

◎ 「あ だち広報」は再 生紙を使 用してい ます C. Y. F　270, 000


